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市
内
に
は
、
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
、

耐
震
化
が
必
要
な
木
造
住
宅
が
多
数
あ
り

ま
す
。
地
震
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
市
民

を
守
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
制
度
を

設
け
、
地
震
対
策
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◆
補
助
対
象

　

次
の
条
件
を
満
た
す
木
造
住
宅
の
所
有

者
ま
た
は
居
住
者

　

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
の
基
準
（
旧

　
　

耐
震
基
準
）
で
建
築

　

・
耐
震
診
断
で
耐
震
性
能
が
基
準
に
満
た

　
　

な
い
（
評
点
1
・
0
未
満
）
と
判
定

　

・
現
在
居
住
し
て
い
る

①
木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
補
助

　

耐
震
補
強
工
事
費
用
の
一
部
を
助
成

▼
補
助
金
額

　

・
一
般
世
帯　
　
　

30
～
75
万
円

　

・
高
齢
者
等
世
帯　

50
～
95
万
円

▼
補
助
期
間

　

令
和
2
年
度
末
ま
で

②
木
造
住
宅
の
解
体
の
補
助

　

耐
震
化
が
必
要
な
木
造
住
宅
の
建
て
替

え
な
ど
に
伴
う
解
体
工
事
費
用
の
一
部
を

助
成

▼
補
助
金
額

　

対
象
工
事
費
の
23
％
以
内

　
　

・
一
般
世
帯　
　
　

最
大
30
万
円

　
　

・
高
齢
者
等
世
帯　

最
大
50
万
円

▼
補
助
期
間

　

令
和
元
年
度
末
ま
で

※
そ
の
他
の
地
震
対
策
の
助
成
制
度
は
、

市
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う

地
震
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す

9
月
1
日
は
命
を
守
る
リ
ハ
ー
サ
ル
の
日

万
が
一
の
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う

▼
地
域
内
の
危
険
箇
所
の
把
握

　

・
危
険
が
迫
っ
た
際
に
と
る
べ
き
行
動

　

の
確
認

　
・「

磐
田
市
防
災
フ
ァ
イ
ル
」
な
ど
に
よ

　

る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認

　

自
分
の
地
域
に
は
ど
の
よ
う
な
危

険
（
洪
水
、
津
波
、
土
砂
災
害
な
ど
）

が
あ
る
の
か
を
知
り
、
適
切
な
避
難

行
動
が
と
れ
る
よ
う
こ
の
機
会
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

い
わ
た
ホ
ッ
と
ラ
イ
ン
に
登
録
を
！

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
機
能
を

利
用
し
て
、
次
の
防
災
情
報
な
ど
を
配
信
し

て
い
ま
す
。

　

・
避
難
所
の
開
設
状
況

　

・
避
難
勧
告
・
指
示

　

・
土
砂
災
害
情
報

　

・
同
報
無
線
放
送
内
容

　
　

な
ど

　

自
ら
情
報
を
得
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
登
録
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

9
月
1
日
㈰
は
、
自
治
会
連
合
会
で
定

め
た
総
合
防
災
訓
練
の
統
一
実
施
日
で
す
。

　

大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
と
き
、
行
政
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
力

だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。

被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
、「
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
（
自
助
）」「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
（
共
助
）」
と

い
う
心
構
え
が
、
災
害
に
強
い
地
域
を
つ

く
り
ま
す
。

重
点
項
目

▼
安
否
確
認

　
・

自
分
の
身
を
守
る
行
動
の
確
認

　

・
家
族
で
定
め
た
避
難
場
所
の
確
認

　

・
自
治
会
内
の
組
や
班
で
定
め
た
避
難

　
　

場
所
の
確
認
・
周
知

　

・
安
否
確
認
方
法
の
確
認

　

・
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
対
応

　
　

自
主
防
災
会
に
よ
る
発
災
直
後
の

安
否
確
認
は
、
そ
の
後
の
救
出
救
助

活
動
の
た
め
に
と
て
も
重
要
で
す
。

▲地震により木造住宅が倒壊した様子
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問
地
域
づ
く
り
応
援
課
（
本
庁
舎
2
階
）
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問
建
築
住
宅
課 

（
西
庁
舎
2
階
）
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　 ▲メール
　　登録は
　　こちら
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購
入
限
度
額

　

1
冊
（
１
枚
5
0
0
円
の
商
品
券
が
10
枚

綴
り
、
5
0
0
0
円
分
）
を
4
0
0
0
円
で

販
売
。
①
の
場
合
、
対
象
者
１
人
に
つ
き
5

冊
ま
で
購
入
可
。
②
の
場
合
、
子
ど
も
一
人

に
つ
き
5
冊
ま
で
購
入
可
。

商
品
券
販
売
・
利
用
期
間

　

10
月
1
日
㈫
～
来
年
2
月
29
日
㈯

　

※
販
売
は
来
年
2
月
28
日
㈮
ま
で

商
品
券
の
購
入
場
所
・
商
品
券
取
扱
店

　

8
月
下
旬
以
降
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
。

問
い
合
わ
せ
先
（
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

▼
申
請
に
つ
い
て

　

☎
0
5
3
8

－

39

－

6
0
1
0

▼
商
品
券
・
取
扱
店
に
つ
い
て

　

☎
0
5
3

－

4
5
1

－

2
3
5
1

　　
　

本
商
品
券
に
関
し
て
、
市
が
手
数　

　

料
な
ど
の
振
り
込
み
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操　

　

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
が
、
住
民
税
非
課

税
の
方
・
子
育
て
世
帯
の
方
の
消
費
に
与

え
る
影
響
を
緩
和
し
、
地
域
に
お
け
る
消

費
を
喚
起
・
下
支
え
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
を
し
ま
す
。

対
象
者

①
非
課
税
者

　

本
年
度
分
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方

※
た
だ
し
次
に
該
当
す
る
方
は
除
き
ま
す

　

・
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
と
生
計

　
　

を
一
に
す
る
配
偶
者
、
扶
養
親
族
な
ど

　

・
生
活
保
護
受
給
者　

な
ど

②
小
さ
な
乳
幼
児
の
い
る
子
育
て
世
帯
の
世
帯
主

　

2
0
1
6
年
4
月
2
日
か
ら
2
0
1
9

年
9
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
が
い
る

世
帯
の
世
帯
主

購
入
引
換
券
の
申
請
方
法

　

非
課
税
者
は
購
入
引
換
券
の
交
付
に
あ
た

り
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、
市
か
ら
８
月
下
旬

以
降
に
購
入
希
望
の
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
の
申
請
は
不
要
で
す
。
9
月
中

旬
以
降
に
購
入
引
換
券
を
順
次
送
付
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
東
京
圏
か
ら
の
移
住
の
促
進

と
中
小
企
業
な
ど
の
人
手
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、
本
年
度
か
ら
「
移
住
・
就
業
支

援
金
制
度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

移
住
・
就
業
支
援
金
制
度
と
は

　

一
定
期
間
、
東
京
23
区
に
在
住
ま
た
は

東
京
圏
に
在
住
し
23
区
へ
通
勤
し
て
い
る

方
が
、
静
岡
県
内
に
移
住
し
、
県
に
法
人

登
録
し
た
企
業
に
就
職
し
た
場
合
な
ど
に
、

移
住
者
へ
1
世
帯
1
0
0
万
円
（
単
身

の
場
合
は
60
万
円
）
が
移
住
先
市
町
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。
支
援
金
制
度
の
詳
細
は
、

磐
田
市
秘
書
政
策
課
（
☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
0
5
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

法
人
登
録
の
方
法

　

東
京
圏
か
ら
の
採
用
を
検
討
し
て
い
る

法
人
は
、
以
下
の
申
請
条
件
や
手
順
、
提

出
書
類
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
法
人

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
は
、法
人
の
本
社
所
在
地
の
市
町（
磐

田
市
は
経
済
観
光
課
）に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

▼
法
人
登
録
申
請
の
条
件

・
静
岡
県
の
運
営
す
る
求
人
情
報
サ
イ
ト

「
し
ず
お
か
就
職
n
e
t
」
に
登
録
し

て
い
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
資
本
金
10
億
円
以
上
の
法
人
で
な
い
こ
と

・
み
な
し
大
企
業
で
な
い
こ
と

・
雇
用
保
険
の
適
用
事
業
主
で
あ
る
こ
と

・
本
社
所
在
地
が
東
京
圏
以
外
の
地
域
に

あ
る
法
人
で
あ
る
こ
と　

な
ど

▼
法
人
登
録
ま
で
の
手
順

①
し
ず
お
か
就
職
n
e
t
へ
登
録

②
市
（
経
済
観
光
課
）
へ
申
請
書
提
出

③
市
が
県
へ
推
薦

④
支
援
金
対
象
求
人
の
登
録
・
公
開

▼
市
へ
提
出
す
る
書
類

　

以
下
の
必
要
書
類
を
ご
記
入
の
上
、
直
接

市
経
済
観
光
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
申
請
書

・
登
録
申
請
に
関
す
る
誓
約
事
項

・
雇
用
保
険
の
適
用
事
業
主
で
あ
る
こ
と

を
証
す
る
書
類
の
写
し

※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

磐
田
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

移
住
・
就
業
支
援
金
の
法
人
登
録

　

住
民
税
非
課
税
の
方
・
子
育
て
世
帯
の
方
が
対
象

東
京
圏
か
ら
の
採
用
を
検
討
し
て
い
る
方
必
見

　
　
　
　

問
福
祉
課
（
i あ
い

プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
1
4

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

36

－

1
6
3
5

　
　
　
　

問
経
済
観
光
課
（
西
庁
舎
1
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
1
9

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

37

－

5
0
1
3

詐
欺
に
注
意
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屋
外
広
告
物
と
は

　

屋
外
広
告
物
と
は
、
建
物
な
ど
の
屋
外

に
表
示
さ
れ
て
い
る
広
告
板
や
広
告
塔
、

野
立
て
の
案
内
板
な
ど
を
言
い
ま
す
。
看

板
を
取
り
付
け
る
た
め
の
脚
も
含
ま
れ
ま

す
。

屋
外
広
告
物
の
守
る
べ
き
ル
ー
ル

▼
屋
外
広
告
物
の
許
可

　

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
と
き
は
、「
静

岡
県
屋
外
広
告
物
条
例
」
に
よ
り
市
の
許

可
が
必
要
で
す
。

　

設
置
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
都
市
計

画
課
や
設
置
を
依
頼
す
る
屋
外
広
告
業
者

へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
屋
外
広
告
物
の
点
検

　

屋
外
広
告
物
は
、
風
や
雨
、
強
い
日
差

し
な
ど
の
厳
し
い
自
然
環
境
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
気
付
か
ぬ
う
ち
に
部
材
の
腐

食
や
ゆ
る
み
・
劣
化
が
進
み
、
落
下
・
破
損
・

倒
壊
な
ど
思
わ
ぬ
事
故
を
招
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
看
板

の
所
有
者
に
よ
る
「
日
常
点
検
」
の
実
施

や
業
者
に
よ
る
「
定
期
点
検
」
を
依
頼
し

ま
し
ょ
う
。

☑ 日常点検項目（目視）
□ 支柱の根元からサビがでている

□ 看板が傾いている

□ ブラケット部よりサビが出ている

□ 看板は壁から垂直についていない

□ アクリル板にひびが入っている

□ アクリル板が外れそう

□ パネル（表示面）ががたついている

□ 照明の不点灯などがある

□ 照明器具が傾いたり、外れかけている

□ 看板部材が欠落している

壁
面
広
告

突
出
広
告

広
告
幕

屋上広告

建物の広告物の例

野立ての広告物の例

ページ番号 1002164

※地震や大型台風の後は、屋外広告業者に
　臨時点検を依頼しましょう

静
岡
県
の
取
り
組
み

　

県
で
は
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
高
速
道

路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
、
主
要
駅
周

辺
な
ど
を
重
点
に
各
市
町
と
連
携
し
、
県

内
全
域
で
違
反
広
告
物
の
対
策
を
進
め
、

美
し
い
景
観
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

↙

↙

↙
↙

↘

ア
活
動
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
は
交
流
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
講
座
や
サ
ー
ク
ル
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
活
動
が
行
わ
れ
、
老
若
男
女
の
交
流
が

育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
、
生
き
生
き
と
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
多
年
に
わ
た
り
地

域
や
社
会
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者

を
敬
い
、
地
域
の
み
ん
な
で
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

　

昭
和
26
年
に
「
と
し
よ
り
の
日
・
と
し

よ
り
の
週
間
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

世
論
を
高
め
る
力
と
な
り
、
平
成
13
年
の

老
人
福
祉
法
の
改
正
で
9
月
15
日
が
「
老

人
の
日
」、
同
月
21
日
ま
で
が
「
老
人
週
間
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
均
寿
命
が
男
女
と
も
80
歳
を
超
え
、

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
60
歳
を
過
ぎ
て
も
現
役
で

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
や
子
ど
も
た
ち
の

登
下
校
の
見
守
り
活
動
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

健
幸
な
い
わ
た
・
健
康
長
寿
を
目
指
し
て

9
月
15
日
は
老
人
の
日
、
15
日
～
21
日
は
老
人
週
間
で
す

喜寿（  77 歳）	 1,932 人	（男 954 人、女 978 人）
米寿（  88 歳）	 944 人	（男 355 人、女 589 人）
百寿（100 歳）	 47 人	（男 3 人、女 44 人）
100 歳以上	 126 人	（男 16 人、女 110 人）
※上記は本年度内に年齢に達する方

健
けん

幸
こう

とは ･･･
　「健康は幸せの源であり、生涯を通じて健康
で生きがいを持ち、幸せな生活を営んでいる」
という考え方による造語です。
　健幸には、自ら健康で自立した生活ができ
るように努めることが大切です。

ご
存
じ
で
す
か
？　

～
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
～

9
月
1
日
～
10
日
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬じ

ゅ
ん

間か
ん

で
す

令和元年度の市内の長寿の状況

【最高年齢　男 105 歳　女 108 歳】
※最高齢者は令和元年 7月 1日現在
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高
齢
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農
地
の
無
断
転
用
は
違
反
で
す

農
地
転
用
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

農
地
を
転
用
す
る
計
画
が
あ
る
場
合
は
、

事
前
に
農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
林
水
産

課
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
街
化
区
域
の
農
地
転
用
の
場

合
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

農
地
を
住
宅
や
駐
車
場
、
太
陽
光
発
電

施
設
な
ど
、
耕
作
目
的
以
外
の
用
途
に
利

用
す
る
こ
と
を
「
農
地
転
用
」
と
い
い
、

転
用
す
る
場
合
は
工
事
に
着
手
す
る
前
に

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

許
可
を
受
け
な
い
転
用
は
違
反
で
す

　

許
可
を
受
け
ず
に
農
地
を
転
用
し
た
場

合
や
、
許
可
を
受
け
て
い
て
も
申
請
の
事

業
計
画
ど
お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合

は
、
農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
露
天
駐
車
場
と
し
て
転
用

許
可
を
受
け
た
農
地
で
も
物
置
や
車
庫
を

建
て
た
り
す
る
こ
と
は
違
反
転
用
に
当
た

り
ま
す
。

違
反
す
る
と
罰
則
が
あ
り
ま
す

　

違
反
転
用
の
場
合
、
工
事
の
中
止
や
原

状
回
復
な
ど
の
命
令
が
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
、
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。
違
反
転

用
を
す
る
と
、
個
人
は
3
年
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
3
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
、
法
人

の
場
合
は
1
億
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
愛
犬
は
大
丈
夫
で
す
か

迷
子
の
犬
が
増
え
て
い
ま
す

問
環
境
課
（
西
庁
舎
1
階
）
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最
近
、
市
内
で
保
護
さ
れ
る
犬
の
数
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
逃
げ
た
犬
が
、
人
に

危
害
を
加
え
た
り
、
交
通
事
故
な
ど
で
命

を
落
と
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
い
ま
一
度
飼

い
方
に
問
題
が
な
い
か
、
見
直
し
と
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
必
ず
首
輪
と
鑑
札
を
着
け
ま
し
ょ
う　

　

災
害
時
の
対
策
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

首
輪
と
飼
い
主
の
連
絡
先
が
分
か
る
も
の

（
鑑
札
や
名
札
な
ど
）
を
着
け
ま
し
ょ
う
。

②
犬
は
つ
な
い
で
飼
う
か
、
檻
や
柵
で
囲
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う

　

室
内
飼
い
の
場
合
も
、
出
入
口
に
柵
を

設
け
る
な
ど
、
直
接
外
へ
逃
げ
出
せ
な
い

よ
う
な
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
首
輪
や
鎖
は
古
く
な
っ
て
い
な
い
か
定

期
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

犬
が
逃
げ
て
し
ま
う
理
由
の
多
く
が
「
首

輪
が
ゆ
る
く
て
抜
け
て
し
ま
っ
た
」「
鎖
が

古
く
て
ち
ぎ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
も

の
で
す
。
犬
の
体
格
に
合
っ
た
首
輪
を
着

け
、
鎖
や
綱
が
古
く
な
っ
て
い
な
い
か
日

頃
か
ら
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
散
歩
な
ど
外
へ
連
れ
出
す
と
き
は
必
ず

リ
ー
ド
を
着
け
ま
し
ょ
う

　

小
型
犬
で
も
必
ず
リ
ー
ド
を
着
け
ま

し
ょ
う
。

　

悪
天
候
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

雨
風
や
雷
の
大
き
な
音
に
驚
い
て
逃
げ

出
し
て
し
ま
う
犬
も
い
ま
す
。
悪
天
候
時
な

ど
は
犬
の
様
子
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら

　

犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
時
は
環
境
課
と

磐
田
警
察
署
（
☎
37

－

0
1
1
0
）、
県
西

部
保
健
所
（
☎
37

－

2
2
4
5
）
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
「
そ
の
う
ち
戻
っ
て

く
る
だ
ろ
う
」
と
思
わ
ず
、
周
囲
を
探
す
な

ど
す
ぐ
に
動
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

！

□ リード
・ ゆるみはないか

・ 体に合っているか

□ 首輪

□ 鑑札

・  マイクロチップを入れた場合
　　飼い主情報の登録 ・ 更新

Q
農
地
を
駐
車
場
と
し
て
使
い
た
い
。
自

分
の
農
地
で
も
転
用
申
請
が
必
要
か
？

A
必
要
で
す
。
自
身
の
土
地
で
も
、
第
三

者
か
ら
農
地
を
借
り
て
転
用
す
る
場
合

で
も
、
同
様
に
許
可
が
必
要
で
す
。

Q
転
用
期
間
が
一
時
的
で
あ
っ
て
も
、
許

可
は
必
要
？

A
必
要
で
す
。
永
久
で
は
な
く
、
数
カ
月

程
度
の
一
時
的
な
利
用
で
あ
っ
て
も
、

許
可
は
必
要
で
す
。




